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４ 研究開発プロジェクトの概要 

2013年に国連から発表された世界の国民幸福度ランキングで日本は43位、2015年は 46位、

そして 2016 年には 53 位に後退。先進国では際立って低い順位となっています。 

このような状況の下、日本では内閣府経済社会総合研究所において幸福度に関する研究会

を実施、幸福度指標試案が提出されるなど、「幸せ」についての国民的議論が重要視され始め

ています。 

従来、「幸せ」の研究は哲学や宗教の分野として研究されてきましたが、現在では「幸福学」

という分野が確立され、心理学、医学、脳科学などの自然科学分野や、社会学、経済学にい

たる様々な分野からのアプローチにより研究が進められ、医学的見地からも、幸福度の高い

人は免疫力が高く、健康状態が良いことも各種論文にて発表されています。 (*1)。 

このような社会的背景を踏まえ、「幸福である」という概念を拡散し、循環させることは社

会的貢献度が高く、「幸せである」という情報を数値化して可視化していくことは、自分自身

が幸せな状態であるか否かという現状を知り、個々に幸福度を高める努力をすることにつな

がっていくと考えます。 

そこで我々は、様々な研究者の知見を活用して、自身の幸福に関しての状態を把握すべく、

「幸福である」という状態における脳の動き、もしくはそれに代わる人間の内面的要素の計

測を行う機器の開発＝「幸せ体温計」の開発を進めるべく、プロジェクトを立ち上げました。 

本プロジェクトでは、「幸せな状態である人の脳」(*2)の医学的な研究結果を主軸に、様々

な研究機関で開発されつつある脳波計測機や、その他計測機器を利活用して計測機器を開発。

世の中に広く普及していくためにエンターテインメント化して具現化。主観的「幸せ」と、

脳波（脳の部位別）との関連による、脳波からの幸せ測定のためのアルゴリズムと機器の精

度等の調査研究開発を実施していきます。 
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